
夏季仏教講座
第43回

2025年7月4日（金）
開場：13時30分 / 開演：14時00分

会場：フェニーチェ堺 大ホール
講師：乾 文雄 さん
  大谷中学・高等学校 学校長
  滋賀県 正念寺 住職

もん       もん       かい

「聞･問･開」という歩み講題

阪神淡路大震災1995/1/17 東日本大震災2011/3/11 令和6年能登半島地震2024/1/1

YouTube ライブ配信
　21組チャンネル

QRコードから番組にアクセス
できます。

第43回 夏季仏教講座聴講券

日時 2025年7月4日（金） 開場 13時30分 ／ 開演 14時00分
講師 乾 文雄 さん
講題 「聞・問・開」という歩み
会場 フェニーチェ堺 大ホール（堺市民芸術文化ホール）
 〒590-0061 堺市堺区翁橋町2-1-1 南海高野線「堺東」駅から徒歩8分
 会場には無料駐車場はございません。なるべく公共交通機関でご来館ください。 

主催 真宗大谷派 大阪教区第21組
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第43回 夏季仏教講座聴講券

お名前 連絡先（電話番号）

お名前 連絡先（電話番号）

寺院名

1964年滋賀県生。大学ではスペイン語を専攻。在学中、スペインに1年間
留学。卒業後、外国人のための日本語教師を志し、東京にて7年ほど務め
る。バブルの崩壊・いじめ体験・地下鉄サリン事件などが契機となり、自
分について考えることが増え、飛び出ていた滋賀の寺に戻る。大谷大学大
学院に入り仏教、特に親鸞聖人に学ぶ。博士後期課程満期退学。35歳から
京都の大谷中学・高等学校教員。宗教と英語を担当する。2024年4月より
学校長。真宗大谷派近江五組正念寺住職。

教えに出あうことでいただいたもの。それは「あなたの受け止めはそれで
いいのか」という問いでした。生きる営みの中で、最も大事でありながら
最も難しいこと。それは「受けとめること」と「支え合うこと」。教えてく
ださったのは、阪神で、東北で、能登で、震災に遭われた方々でした。「教
えを聞き、自己を問い、問い得た自己を安心してお仲間に開いていく」。
そのような歩みを大切にしたいと思うのです。

※ 下記、聴講券に必要事項をご記入いただき、当日会場受付にご提出ください。
※ 講座のお問合せは堺市・高石市・和泉市内の真宗大谷派の寺院です。
※ 当日の講座のライブ配信・後日配信を予定しています。「第21組チャンネル」にア 
 クセスいただくとご視聴いただけます。
 https://www.youtube.com/@osaka21channel 

講師の略歴

講師からのメッセージ
もん       もん       かい

「聞･問･開」という歩み講題

図書の紹介
生まれる 生きる 生かされる
真宗大谷派学校連合会教科書編集委員会（編著）

発行 東本願寺出版部
定価 1,100円（税込み）

Amazon

購入サイト
QRコード

講師からの推薦図書です。
是非、お読みください。

TOMOブック


